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	　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ　Ｓ　Ｅ　の　現　状

平成13年９月に国内で初めてＢＳＥ感染牛が確認され、全頭検査が実施されています。その後、米国でのＢＳＥの感染が確認され、米国からの牛肉の輸入が全面的に止まりました。現在、英国では血液感染が危惧されるようになり、我が国では米国等からの牛肉の輸入再開を協議しているので、概要と現状をまとめました。
ＢＳＥ（牛海綿状脳症　Bovine Spongiform Encephalopathy）

1986年に英国で確認されました。症状は①神経症状を示し神経過敏、攻撃的になる。②歩行異常、転倒からやがて起立不能となる。生前診断の確定は不可能で、脳組織の病理学的検査で確定されます。数ヶ月で死亡します。潜伏期間は２～８年程度（英国では３～６歳の牛が主に発症）。病原体は異常プリオン(prion)と呼ばれるタンパク質で、脳組織が海綿状（スポンジ状）となります。

英国で多発して、1991年から1994年までは毎年２万頭を超えていました。当初の、ＢＳＥ及びvＣＪＤの発生原因は、次図のとおりと考えられました。


プリオン（prion）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

初めはウイルスと推定され、異常スローウイルス様病原　　　　　

体と呼ばれていました。プリオンはタンパク質(protein)　　  　　

と感染症(infection)の合成語。細菌、ウイルス、寄生虫　　　

とは異なり通常の加熱殺菌温度、塩素剤等で消毒しても感　　　　

染を防止できません。

変異型クロイツフェルト・ヤコブ病

（vＣＪＤ　Variant Creutzfeldt-Jakob Disease）　　　　

症状は①自覚的心身異常　②運動・知覚・知的機能の異　

常　③高度の痴呆と進み、治療方法が確立されてなく、多くの場合、発症後２年以内で死亡しています。

英国における死亡者の中間年齢は28歳です。1996年に英国政府はＢＳＥに感染した牛を食べた場合、人間に感染する疑いがあると発表しました。最も危険なのは牛の脳、眼、脊髄、回腸遠位部で、これらの部位（混入を含む）を食べたり、脳組織の一部（硬膜）の移植、感染者からの輸血が感染原因と考えられます。人間の潜伏期間は１0年以上といわれています。

同様な病気としてクールー（オセアニアで人肉を食べる風習があった地域の風土病）、めん羊や山羊のスクレイピー、ミンクの伝達性ミンク脳症など。

英国の現状
　６月15日までの、今年のＢＳＥ発生数は121頭です。今年10月４日までの、vＣＪＤの全発症者は157名（死亡者151名）で、死亡者のうち４名は血液感染と考えられました。vＣＪＤの発症のピークは、統計の解析結果から2000年と推定されました。しかし、輸血での感染者の増加を危惧しています。

日本の現状

　ＢＳＥ感染牛は、平成13年９月に千葉県の乳牛で初めて確認され、現在までに20頭（死亡牛を含む）が確認されています。平成13年10月以降、全頭検査が継続されています。vＣＪＤ発症者は今年２月に確認された１名で、英国に滞在（1990年に24日間）していました。そこで、今年３月から、昭和55年から平成８年まで英国に1日以上滞在歴のある人などの、献血を禁止しました。

平成15年12月米国でのＢＳＥ感染が確認され、牛肉の輸入が止まっていますが、現在、食品安全委員会は、米国及びカナダからの牛肉の輸入再開を協議しています。
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図：当初考えられた発生原因








